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私
ご
と
で
あ
る
が
、
今
年

度
、
当
会
の
常
議
員
に
就
任

し
た
。
支
部
の
某
先
生
か
ら

の
後
押
し
が
あ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
会
務
へ
の
参
加
が
十
分

で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
会
議
に

出
る
こ
と
か
ら
不
安
を
感
じ

て
い
た
▼
大
袈
裟
と
笑
わ
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
私
は
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
へ
の
不
安
は
、
生
き
て
い

く
上
で
常
に
乗
り
越
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
試
練

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
扱

っ
た
こ
と
の
な
い
事
件
や
見

通
し
の
立
ち
づ
ら
い
事
件
、

初
め
て
の
講
師
な
ど
、
弁
護

士
業
務
に
限
っ
て
も
常
に
こ

の
試
練
と
戦
っ
て
い
る
気
が

す
る
▼
も
っ
と
も
、
先
日
、

電
車
の
中
で
、「
わ
か
ら
な

い
こ
と
の
先
に
は
新
た
な
学

び
が
待
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
広
告
を
目
に
し
た
。
季
節

的
に
新
社
会
人
や
学
生
に
向

け
た
も
の
と
思
わ
れ
、
月
並

み
な
表
現
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、そ
れ
を
見
た
私
は
、

混
雑
す
る
車
内
で
人
知
れ
ず

ぐ
っ
と
き
て
い
た
▼
た
し
か

に
、
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も

あ
れ
こ
れ
考
え
て
進
め
た
仕

事
は
、
後
で
得
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
し
、
時
に
は
失
敗
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
取

り
返
し
が
つ
く
も
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
も
学
び
で
あ
る
▼

と
臆
病
な
自
分
自
身
に
言
い

聞
か
せ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
試
練
と
付
き
合
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

（
仲
戸
川　

優
樹
）

２
０
２
４
年
度　

　

関
東
十
県
会
夏
期
研
究
会
の
お
知
ら
せ

　

日
時　

２
０
２
４
年
８
月
31
日（
土
）
13
時
〜
17
時
ま
で

場
所　

横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急

よる支援やその他の支援によって制度利用の必要がなくなった場合でも判断
能力が回復しない限り制度の利用が継続することなどが挙げられました。
　これを受けて、①法定後見制度における開始・終了等に関するルールの在
り方、②法定後見制度における取消権・代理権に関するルールの在り方、③
法定後見制度における成年後見人等の交代に関するルールの在り方、④任意
後見制度における適切な時機の監督人選任を確保する方策等が議論されてお
り、今後の弁護士の後見実務にも大きな影響があることが想定されます。
　今後も情報発信をしていきますので、引き続き議論の行方に注目していた
だければと思います。 （副会長　藤田　香織）

　昨年度より当会では基幹業務システムの刷新を本
格的に検討しています。
　基幹業務システムという言葉は、馴染みのない言
葉かもしれませんが、要約すれば「当会の運営に当
たって核となる業務を管理するシステムの総称」と
いう説明になります。
　現在の基幹業務システムは平成 18 年に導入され
たものです。平成 18 年といえば、折りたたみ携帯
電話が主流だった時代に突如として現れた「初代ｉＰｈｏｎｅ」の発売（日本で
は平成20年７月発売）よりも昔なのです。そう考えると、いかに当会のシス
テムが現代のＩＴ環境と乖離しているかが分かっていただけるでしょう。
　基幹業務システム刷新によって、現在では主流となりつつある情報のクラ
ウド化を始めとして、事務局側の利便性向上のみならず、会員側の利便性向
上にも資することになります。例えば、現在ＦＡＸを利用している連絡のオ
ンライン化、決済手段のオンライン化等、夢は広がるばかりです。
　もちろん、予算の関係もありますので取捨選択は必要ですが、平成18年当
時は想像もできなかった様々な可能性が無限に広がっていることを嬉しく思
いながら、刷新に向けて突き進んでいます。会員の皆様にも節目節目で報告
しますので、よろしくお願いします。 （副会長　須須木　健太郎）

基幹業務システムの刷新を進めています！

　５人の副会長は、外からはなかなか見えにくいですが、日々、弁護士と弁護士会
のために奔走しています。
　今回は、５人の副会長からとっておきの情報を報告してもらうことにしました。
それぞれ大切な話ですのでご一読くださいませ！ （会長　岩田　武司）

　６月12日開催の通常総会にて、委員会裁量活動費が予算承認され、運用が
開始されることとなりました。
　同活動費は、委員会活動に係るものであれば内容を問わず、委員会の裁量
により支弁できます。これは、公益活動・委員会活動等分担金制度の趣旨並
びに委員会活動の活性化及び負担の公平化という観点から、３月18日付正副
会長決定によって、創設されることとなったものです。
　対象となる委員会は、原則として、委員会通則３条に規定する委員会及び
支部会規４条の２に規定する支部委員会となります。また、一委員会当たり
の年間予算額は、前年度の公益活動・委員会活動等負担金会費収入の25％程
度の金額を対象となる委員会数で除した額又は10万円のいずれか少ない額と
するとされており、今年度は、一委員会当たりの年間予算額は10万円となり
ます。
　同活動費の支出に当たり、事前申請は不要です。まずは、委員会において
立替支出の上、支出申請書をご提出いただくこととなります。同活動費の申
請手続については、対象委員会宛にご案内させていただきます。

　同活動費を申請した委員会は、その使途及び金額を委員
会活動報告書に記載する方法により、次年度の通常総会に
おいて、全会員に報告することとなっています。また、開
始後３年を目安に見直しの検討が予定されておりますの
で、支出申請に当たっては、同活動費の制度趣旨に則った
ものであるかどうか、ご確認・ご検討いただければと思い
ます。 （副会長　飯田　信也）

委員会裁量活動費の運用が開始されました！委員会裁量活動費の運用が開始されました！

　高齢化が進み、単独世帯の高齢者の増加等により成年
後見制度に対するニーズの増加、多様化が見込まれる中
で、成年後見制度を更に利用しやすくしようと、現在、法
改正の動きが出ています。
　商事法務研究会「成年後見制度の在り方に関する研究
会」が２月付けで報告書を取りまとめ、４月からは法制
審議会において同制度の見直しに向けた議論が進められ
ています。
　報告書では、現行の成年後見制度の問題点として、本
人にとって必要な限度を超えて行為能力が制限されてしまうことや、家族に

成年後見制度が大幅に見直される可能性が成年後見制度が大幅に見直される可能性が
あることをご存じでしょうか？あることをご存じでしょうか？

　会員の皆様が会務や研修へ参加するために要したベ
ビーシッター、保育園や学童の延長等の保育サービス
利用料について、日弁連の費用補助制度があるのをご
存じでしょうか。特に、親族、知人による預かりの場
合にも申請できることは、意外と知られていないかも
しれません。
　当会だけでなく、関弁連、日弁連が実施する一切の
行事と研修が原則として支給対象となり、委員会、総会、常議員会、人権擁
護大会、シンポジウム等の他、オンライン受講の任意研修も含まれます。
　昨年11月から、補助の支給上限が拡大し、子１人につき１回１万円、１年
度３万円を上限とした実費が対象となっている他、申請書や疎明資料もメー
ル添付による提出が可能になるなど、使いやすくなっています。
　対象となる会務等の日から６か月以内に申請できますが、年度ごとの予算
に達した場合は支給が打ち切られますので、ご留意ください。詳しくは、日
弁連の会員専用サイト（ＨＯＭＥ＞届出・手続＞出産・育児＞保育サービス
利用料の補助）をご覧ください。 （副会長　今井　史郎）

会務等に参加した際の保育サービス利用料の会務等に参加した際の保育サービス利用料の
補助制度をご存じでしょうか？補助制度をご存じでしょうか？

　皆様、債務整理事件（任意整理・自己破産・個人再生等）
の処理に際し、面談義務があるのはご存じでしょうか。
　債務整理事件処理の規律を定める規程（以下「規律規
程」と言います。）３条は弁護士職務基本規程29条を具
体化したものであり、債務整理事件における問題事例の
多発とその重大性に鑑みて、債務整理事件に限って一律
の義務化をしたものです。
　規律規程では、直接面談が義務付けられており、いわ
ゆるオンラインツール等による事情聴取は、同規程によ

る「面談」には当たりません。
　オンラインツール等による事情聴取は、規律規程３条１項ただし書の「面
談することに困難な特段の事情」がある場合にのみ、面談に代わる事情聴取
として認められますが、単に弁護士や依頼者にとって便利であることや、依
頼者が遠方であるということのみをもって直ちに特段の事情が認められるわ
けではありません（規律規程解説書23頁以下参照）。また、特段の事情がや
んだ場合には速やかに直接面談を行う必要があります。
　特段の事情がない場合には、仮に適当な通信手段により事情聴取をし、所
定の事項を的確に把握していたとしても、面談をしていない限り、規律規程
３条１項本文に違反します。
　規律規程の遵守のほどよろしくお願いします。 （副会長　小谷　馨）

債務整理の面談義務についてご注意ください債務整理の面談義務についてご注意ください

岩田執行部
からの 知ら せお

2024年度
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子
署
名
」
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
電
子
印
鑑
」
は
、「
は
ん

こ
」
の
印
影
の
画
像
デ
ー
タ

で
、
稟
議
書
な
ど
で
気
軽
に

使
え
る
認
印
的
な
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
電
子

署
名
」
は
、印
影
で
は
な
く
、

〝
本
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

こ
と
〞〝
文
書
が
改
ざ
ん
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
〞
を
証
明

で
き
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

の
署
名
の
技
術
で
す
（
も
の

も
の
し
い
説
明
で
す
が
、
署

名
の
操
作
自
体
は
簡
単
で

す
）。
電
子
契
約
書
に
対
し

て
双
方
か
ら
行
わ
れ
た
操
作

（
氏
名
の
入
力
等
）
を
記
録

す
る
こ
と
で
、
本
人
確
認
が

な
さ
れ
た
こ
と
、
文
書
の
改

ざ
ん
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
証
明
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
電
子
署
名
」
の
方

法
も
、
誰
に
よ
る
証
明
が
行

わ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、「
ク

ラ
ウ
ド
型
（
立
会
人
型
）」

と
「
ロ
ー
カ
ル
型
（
当
事
者

型
）」
と
に
分
か
れ
ま
す
。

　

後
者
の「
ロ
ー
カ
ル
型（
当

事
者
型
）」
は
、
当
事
者
が

自
身
の
電
子
証
明
書
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
を

用
意
し
て
署
名
す
る
も
の

で
、
本
人
確
認
が
も
っ
と
も

確
実
な
署
名
で
す
。
既
に
オ

ン
ラ
イ
ン
申
告
な
ど
で
こ
の

署
名
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
対
外
的

な
取
引
や
契
約
な
ど
で
メ
ジ

ャ
ー
に
な
り
つ
つ
あ
る
の

は
、
前
者
の
「
ク
ラ
ウ
ド
型

（
立
会
人
型
）」
で
す
。
こ
ち

ら
は
、
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
署

名
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
証

明
が
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。

Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
社
の
「
Ａ
ｃ

ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｔ
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」、

弁
護
士
ド
ッ
ト
コ
ム
社
の

「
ク
ラ
ウ
ド
サ
イ
ン
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
「
ク
ラ
ウ
ド
型
」
で
の
本

人
確
認
に
つ
い
て
は
、
携
帯

電
話
な
ど
を
使
っ
た
２
段
階

認
証
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
適
式
に

本
人
に
よ
る
「
電
子
署
名
」

が
な
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

通
常
の
文
書
と
同
様
に
、
文

書
が
真
正
に
成
立
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
（
電
子
署
名
及
び
認
証

業
務
に
関
す
る
法
律
第
３

条
）。

　

好
き
嫌
い
は
別
と
し
て

も
、
こ
の
ご
時
世
、
新
し
い

相
談
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
Ｉ
Ｔ
情
報
を
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
参
考
文
献
：

『
で
き
る
は
ん
こ
レ
ス
入
門
』

（
株
式
会
社
イ
ン
プ
レ
ス
））

（
会
員　

西
村　

紀
子
）

（
３
月
号
よ
り
続
く
）

　

紙
の
書
類
に
物
理
的
に
押

す
「
は
ん
こ
」
の
代
わ
り
を

担
う
電
子
的
は
ん
こ
と
し
て

は
、「
電
子
印
鑑
」
と
「
電

その 44
いまさら聞けない？「電子印鑑」と「電子署名」（２）

はじめましょう

を

横
浜
地
裁
で
の
陪
審
裁
判
の
ま
と
め

電子帳簿保存法改正
についての

会員向け研修会

司法から見た神奈川の150年 第32回

創
立
1
5
0
年
会
史
編
纂
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

間
部　

俊
明

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

横
浜
弁
護
士
会
史
に
は
書

か
れ
て
い
な
い
。

　

陪
審
裁
判
に
つ
い
て
当

時
の
法
曹
に「
消
極
姿
勢
」

が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
（
前
回
紹
介
し
た
桐
蔭

学
園
の
陪
審
法
廷
の
説
明

書
き
参
照
）。
制
度
発
足

３
年
目
に
、
日
本
弁
護
士

協
会
が
会
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
会
員
が
「
陪
審
制
度

は
無
用
の
長
物
」
等
と
書

い
た
。

　

し
か
し
、
横
浜
弁
護
士

会
の
会
員
は
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
積
極
的
な
意
見

を
寄
せ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、小
林
梅
茂
は
、

　

陪
審
裁
判
に
関
連
し
て

当
会（
旧
横
浜
弁
護
士
会
）

が
仙
台
弁
護
士
会
と
と
も

に
法
務
省
に
抗
議
活
動
を

し
て
い
た
こ
と
を
、
最
近

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。

　

仙
台
弁
護
士
会
史
２
２

４
頁
に
よ
る
と
、
昭
和
11

年
８
月
31
日
、
光
行
検
事

総
長
が
、
仙
台
で
の
記
者

会
見
で
「
陪
審
裁
判
で
問

題
な
の
は
仙
台
と
横
浜

だ
」
と
語
っ
た
こ
と
が
報

道
さ
れ
、
仙
台
弁
護
士
会

が
臨
時
総
会
を
開
い
て
抗

議
の
決
議
を
採
択
し
、
横

浜
弁
護
士
会
や
日
本
弁
護

士
協
会
、
帝
国
弁
護
士
会

に
呼
び
か
け
て
司
法
大
臣

に
抗
議
す
る
と
い
う
事
態

　

新
年
度
、
ペ
リ
ー
来
航
の

間
で
の
華
や
か
な
気
持
ち
も

さ
め
や
ら
ぬ
４
月
２
日
、
袖

山
喜
久
造
税
理
士
（
Ｓ
Ｋ
Ｊ

総
合
税
理
士
事
務
所
所
長
）

を
弁
護
士
会
館
に
招
き
、
電

子
帳
簿
保
存
法
（
電
帳
法
）

改
正
に
つ
い
て
の
会
員
向
け

研
修
が
開
催
さ
れ
た
。

　

袖
山
税
理
士
は
、
こ
の
分

野
に
精
通
し
、
複
数
の
著
書

も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
当
日

の
講
義
も
、
制
度
の
平
板
な

解
説
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
税
務
行
政
や
、
事
業
者

の
Ｄ
Ｘ
化
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
背
景
事
情
も
交
え
て
、

詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
所
得
税
法
と
電
帳

「
施
行
前
の
声
、
徒
ら
に

多
か
り
し
に
比
し
、
施
行

後
の
実
是
に
伴
わ
ざ
る
が

如
し
。法
は
活
用
に
あ
り
。

活
用
せ
ざ
る
法
は
死
法
な

り
。
裁
判
所
も
検
事
局
も

弁
護
士
も
陪
審
裁
判
の
結

果
、
有
罪
と
な
り
無
罪
と

な
り
し
結
果
を
数
ふ
る
こ

と
に
の
み
専
念
す
る
如

し
、誤
れ
り
と
い
ふ
べ
し
。

事
実
と
符
合
す
る
判
決
こ

そ
尊
し
。
陪
審
法
の
可
否

を
言
ふ
よ
り
、
さ
ら
に
活

用
す
べ
し
」と
書
い
た（
法

曹
公
論
昭
和
６
年
10
月
号

42
頁
）。

　

ま
た
、
鈴
木
利
貞
は
、

「
陪
審
法
施
行
後
、
検
察

当
局
に
お
い
て
犯
罪
検
挙

法
の
対
象
範
囲
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
図
示
し
た
講
義
ス

ラ
イ
ド
が
用
い
ら
れ
て
い
た

た
め
、
こ
の
分
野
の
知
識
が

乏
し
い
筆
者
に
も
、
と
て
も

理
解
し
や
す
い
講
義
で
あ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
１
時

間
で
あ
っ
た
（
あ
ま
り
に
素

晴
ら
し
い
講
義
で
あ
っ
た
た

め
、
筆
者
は
す
ぐ
に
袖
山
税

理
士
の
著
書
を
注
文
し
た
）。

　

講
義
に
お
い
て
は
、
法
律

事
務
所
に
お
い
て
、
実
際
問

題
と
し
て
ど
の
よ
う
に
フ
ァ

イ
ル
を
管
理
し
保
存
す
る
の

が
よ
い
の
か
や
、
電
子
メ
ー

ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
場
合

は
ど
う
す
べ
き
か
な
ど
、
多

く
の
弁
護
士
が
今
す
ぐ
知
り

に
付
周
到
の
注
意
を
払
ふ

に
至
れ
る
も
の
の
如
く
、

夫
れ
か
有
ら
ぬ
か
先
頃
、

当
市
某
所
火
災
に
付
き
警

察
署
に
お
い
て
、
物
的
証

拠
あ
ら
ざ
る
に
拘
わ
ら

ず
、
放
火
犯
と
し
て
動
産

担
保
契
約
者
某
を
送
局
し

た
る
処
、
某
検
事
は
、
審

理
の
上
、
直
ち
に
某
を
釈

放
し
、
当
該
警
察
官
に
対

し
戒
告
を
加
へ
た
る
趣
新

聞
紙
上
に
記
載
さ
れ
た

り
。
兎
に
角
少
な
く
も
人

権
尊
重
に
つ
き
効
果
あ
る

こ
と
洵
に
喜
ぶ
べ
し
」（
同

書
46
頁
）
と
書
い
た
。

　

さ
ら
に
、名
越
亮
一
は
、

「
検
察
及
び
裁
判
厳
正
公

平
を
維
持
す
る
上
に
お
い

た
い
で
あ
ろ
う
、
極
め
て
具

体
的
で
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
も
い
た
だ
け
た
た
め
、
受

講
し
た
会
員
に
と
っ
て
は
と

て
も
た
め
に
な
る
研
修
で
あ

っ
た
。

　

最
後
に
な
る
が
、
こ
の
研

修
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

弁
護
士
業
務
改
革
委
員
会
の

担
当
部
会
長
が
、
企
画
実
現

に
向
け
て
大
変
な
骨
折
り
を

し
て
く
れ
た
こ
と
に
も
触
れ

て
お
き
た
い
。
当
委
員
会
で

は
、
今
後
も
会
員
の
事
務
所

経
営
に
資
す
る
研
修
会
を
、

適
宜
開
催
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
（
弁
護
士
業
務
改
革
委
員
会

　

委
員
長　

澄
川　

圭
）

て
、
ま
た
被
告
人
及
び
社

会
が
裁
判
に
対
す
る
満
足

を
得
る
上
に
置
い
て
誠
に

よ
き
制
度
と
信
ず
。
尚
こ

の
際
の
希
望
と
し
て
は
、

陪
審
制
度
の
範
囲
を
よ
り

以
上
拡
張
す
る
こ
と
及
び

裁
判
長
の
説
示
を
廃
せ
ば

尚
効
果
大
な
る
を
信
ず
る

も
の
な
り
」
と
書
い
て
い

る
（
同
書
50
頁
）。

　

昭
和
18
年
に
陪
審
制
度

は
停
止
に
な
っ
た
が
、
そ

れ
は
「
市
民
よ
り
も
職
業

裁
判
官
を
信
頼
す
る
国
民

性
な
ど
か
ら
、
日
本
の
風

土
に
な
じ
ま
な
い
」
と
さ

れ
た
か
ら
で
は
な
い
。
柳

条
湖
事
件
（
昭
和
６
年
）、

血
盟
団
事
件
（
昭
和
７

年
）、５
・
15
事
件
（
同
年
）

後
の
「
非
常
時
」
に
お
い

て
も
、
横
浜
地
裁
で
陪
審

裁
判
は
行
わ
れ
て
い
た
。

横
浜
貿
易
新
報
等
の
新
聞

も
熱
心
に
こ
れ
を
報
じ
、

傍
聴
席
は
満
員
で
あ
っ

た
。
法
廷
で
は
陪
審
員
が

質
問
し
、
当
会
会
員
た
ち

が
奮
闘
し
て
い
た
。

　

政
府
が
、
陪
審
法
を
改

正
し
て
利
用
し
に
く
く
し

よ
う
と
し
た
と
き
、
横
浜

弁
護
士
会
は
臨
時
総
会
で

反
対
決
議
を
採
択
し
、
反

対
運
動
を
行
い
、
改
正
を

阻
止
し
た
。

　

横
浜
地
裁
で
判
決
さ
れ

た
36
件
の
陪
審
裁
判
に
つ

い
て
は
、
増
田
修
弁
護
士

（
広
島
弁
護
士
会
）
の
先

行
研
究
が
詳
し
い
が
、
当

会
会
員
が
陪
審
裁
判
で
奮

闘
し
た
こ
と
は
、
折
に
触

れ
て
伝
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
２

講師の袖山税理士
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横
浜
市
教
育
委
員
会
が
２
０
１
９

年
か
ら
今
年
に
か
け
、
教
員
に
よ
る

性
犯
罪
事
件
の
裁
判
に
職
員
を
大
量

動
員
し
て
一
般
の
傍
聴
を
妨
害
し
て

い
た
こ
と
が
、
５
月
に
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
問
題
で
は
、
憲
法
が

定
め
る
裁
判
の
公
開
原
則
が
な
ぜ

重
要
な
の
か
、
被
害
者
保
護
と
は

ど
の
よ
う
に
両
立
す
る
の
か
、
と

い
っ
た
問
い
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た

　

市
教
委
側
は
今
回
、
「
被
害
者

の
個
人
情
報
の
保
護
」
が
動
員

の
理
由
だ
と
説
明
。こ
れ
に
対
し
、

「
納
得
で
き
な
い
」
と
い
う
世

論
が
目
立
っ
た
が
、
普
段
か
ら
裁
判

取
材
を
す
る
記
者
の
多
く
も
、
疑
問

を
抱
い
た
よ
う
に
思
う
。
学
校
関
連

の
事
件
は
む
し
ろ
、
被
害
者
保
護
の

措
置
が
厳
重
に
取
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
。

　

警
察
が
被
疑
者
の
教
員
ら
を
逮
捕

し
て
も
発
表
せ
ず
、
教
育
委
員
会
も

処
分
の
詳
細
は
公
表
し
な
い
。
裁
判

の
段
階
で
も
、
被
害
者
名
や
学
校
名

は
も
ち
ろ
ん
、
被
告
人
も
匿
名
の
ケ

ー
ス
が
多
い
。
再
発
防
止
や
事
件
の

背
景
を
探
る
た
め
に
、
裁
判
を
取
材

し
た
く
て
も
、
事
件
が
あ
っ
た
こ
と

自
体
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
の
が
難
し
い

の
が
実
情
だ
。

　

今
回
の
「
傍
聴
妨
害
」
を
め
ぐ

っ
て
は
、
多
く
の
有
識
者
ら
が
「
裁

判
は
公
開
が
原
則
」
と
改
め
て
指

摘
。
被
害
者
に
と
っ
て
辛
い
過
程
だ

と
し
て
も
、
加
害
者
に
刑
罰
を

科
す
の
で
あ
れ
ば
、
公
開
の
場

で
の
公
正
な
手
続
き
が
必
須

で
、
そ
れ
が
司
法
へ
の
信
頼
性

の
一
つ
の
土
台
だ
と
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。
司
法
取
材
で
は
、

情
報
の
公
開
範
囲
に
関
し
て
裁

判
所
や
検
察
庁
と
攻
防
と
な
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
被
害
者

保
護
は
重
要
な
一
方
、
公
開
原

則
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
問
題
が
な
い
の

か
、
と
い
う
視
点
も
忘
れ
ず
に
い
た

い
。（東

京
新
聞
横
浜
支
局

　

森
田　

真
奈
子
）

裁

判の
公開原則

し
。

①
車
が
必
要

　

事
務
所
か
ら
会
館
ま
で
は

１
時
間
強
か
か
り
ま
す
。
特

に
帰
り
が
遅
く
な
る
時
は
、

バ
ス
へ
の
乗
換
等
を
考
え

て
、
電
車
で
は
な
く
、
よ
り

楽
な
車
で
来
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
相
模
原
支

部
所
属
の
副
会
長
の
小
谷
で

す
。

　

支
部
出
身
副
会
長
っ
て
実

際
ど
う
な
の
、
弁
護
士
会
館

ま
で
遠
く
て
大
変
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？
と
か
よ
く
聞
か
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
答
え
を
少

問
等
に
行
っ
た
時
、
又
は
会

員
と
話
す
と
き
、
横
浜
で
働

い
て
い
な
い
こ
と
が
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
小
田
急
線
を
よ
く
使
っ

て
い
ま
す
」「
北
の
端
か
ら

南
の
端
ま
で
来
ま
し
た
」
等

の
説
明
を
し
、
自
治
体
関
係

者
の
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す

（
は
ず
で
す
）。

④
会
務
前
後
の
旅
行

　

会
務
の
た
め
他
県
に
行
く

の
で
す
が
、
ド
ラ
イ
ブ
を
し

た
り
、
帰
り
道
に
少
し
寄
り

道
を
す
る
こ
と
で
疲
れ
を
癒

し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
沼
津
で
開
催
さ
れ

た
会
務
の
前
後
に
、
複
数
の

城
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
山
梨
、
新
潟
、
茨

城
等
に
行
く
予
定
が
あ
る
た

め
、
そ
の
前
後
に
い
く
つ
城

を
巡
れ
る
か
も
楽
し
み
で
す
。

　

副
会
長
の
一
端
が
分
か
れ

ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昼
間
は
会
館
周
辺
の
駐
車

場
が
混
雑
し
て
い
て
、
す
ぐ

に
は
止
め
ら
れ
な
い
で
す
が

…
…
。

②
ホ
テ
ル
も
必
要

　

①
に
関
連
し
て
、会
務（
懇

親
会
含
む
）
で
帰
り
が
遅
く

な
っ
た
場
合
、
一
度
自
宅
に

帰
っ
て
翌
朝
ま
た
会
館
に
来

る
の
で
は
な
く
、
月
１
〜
２

回
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

朝
が
弱
い
私
に
と
っ
て
、

朝
寝
坊
で
き
る
の
は
ポ
イ
ン

ト
高
い
で
す
。

③
お
話
が
弾
む

　

理
事
者
と
し
て
市
町
村
訪

副
会
長　

小
谷　

馨

支
部
出
身
副
会
長

理
事
者
室

だ
よ
り

し
て
い
ま
す
。
30
％
と
い
う

数
値
目
標
は
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
マ
ス
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
ま
す
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
あ
る

組
織
で
は
、
多
様
な
意
見
が

出
て
複
眼
的
な
思
考
が
可
能

と
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

一
定
割
合
以
上
の
女
性
会
員

が
常
議
員
と
な
る
こ
と
で
、

弁
護
士
会
の
活
動
が
適
正
化

・
活
性
化
し
、
ひ
い
て
は
社

会
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

既
に
行
わ
れ
た
２
回
の
常

議
員
会
で
は
、
様
々
な
議
事

に
関
し
て
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
、
決
議
が
な
さ
れ
て

お
り
、
常
議
員
会
が
弁
護
士

会
の
重
要
な
意
思
決
定
機
関

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

私
の
よ
う
に
時
間
が
限
ら

間
で
の
緊
密
な
連
携
に
基
づ

き
、
２
０
１
４
年
か
ら
毎
年

実
施
さ
れ
て
お
り
（
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
開
催
を
見
送
っ
た

２
０
２
０
年
を
除
く
）、
今

回
は
節
目
の
10
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
。
広
報
活
動
の
成

果
が
上
が
っ
て
相
談
件
数
が

前
年
比
大
幅
増
と
な
る
な

ど
、
今
回
の
相
談
会
も
実
り

の
大
き
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

警
察
等
の
取
締
強
化
や
都

道
府
県
排
除
条
例
の
制
定
等

に
よ
り
、
暴
力
団
構
成
員
及

び
準
構
成
員
等
の
数
は
年
々

れ
て
い
る
会
員
が
常
議
員
に

な
る
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
開
始
時
間
が
原
則
午
後

２
時
と
従
前
よ
り
１
時
間
繰

り
上
が
り
、
本
年
度
は
今
の

と
こ
ろ
夕
方
５
時
頃
ま
で
に

は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
部
会
館
か
ら
リ

モ
ー
ト
で
参
加
で
き
る
の

で
、
支
部
の
会
員
は
、
関
内

の
会
館
ま
で
足
を
運
ば
な
く

て
も
参
加
可
能
で
す
。

　

常
議
員
会
後
に
は
任
意
参

加
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
期

を
問
わ
ず
多
く
の
会
員
と
直

接
お
話
し
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ま
だ
常
議
員
の
経
験
の
な

い
会
員
の
方
に
も
、
ぜ
ひ
来

年
以
降
常
議
員
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
い

ま
だ
暴
力
団
等
の
反
社
会
的

勢
力
に
よ
る
被
害
を
根
絶
す

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

同
被
害
を
防
止
し
、
ま
た

そ
の
被
害
回
復
を
図
る
た
め

に
は
、
弁
護
士
・
警
察
・
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

の
連
携
に
基
づ
く
民
事
・
刑

事
両
面
で
の
対
応
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

今
後
も
本
相
談
会
な
ど
の

活
動
を
通
じ
て
、
従
来
以
上

に
三
者
間
で
の
緊
密
な
連
携

を
図
り
つ
つ
、
被
害
者
が
相

談
し
や
す
い
環
境
作
り
に
取

り
組
み
、
被
害
の
根
絶
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
（
民
事
介
入
暴
力
対
策

　

委
員
会　

副
委
員
長

　

種
村　

求
）

常議員会
の い ま

「常議員会の
 ダイバーシティを目指して」

会員　齊藤　道子（新62期）

　

弁
護
士
登
録
14
年
目
で
初

め
て
常
議
員
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
、
仕
事
と
育

児
家
事
で
毎
日
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
会
務
へ
の
参

加
も
な
か
な
か
難
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
女
性
会
員
の
ひ

と
り
と
し
て
、
当
会
の
常
議

員
会
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
の
一
助
と
な
る
べ
く
常
議

員
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

当
会
の
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
は
、
常
議
員
の
女
性

会
員
の
割
合
30
％
を
目
標
と

　

５
月
31
日
、
当
会
会
館
に

お
い
て
、
神
奈
川
県
警
察
、

公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
暴

力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
、
当

会
の
三
者
共
催
に
よ
る
「
暴

力
団
被
害
無
料
電
話
・
来
所

相
談
会
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
三
者
間
で
は
、
暴
力

団
員
等
の
不
当
な
行
為
に
よ

り
被
害
を
受
け
又
は
被
害
を

受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
か

ら
相
談
等
を
受
け
た
場
合
に

適
切
な
連
携
を
図
る
べ
く
、

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　

本
相
談
会
は
、
こ
の
三
者

暴
力
団
被
害
の

救
済
を
目
指
し
て

無料相談会

実施！

電話対応する会員ら

沼津の帰り道に寄った
山中城の障子堀
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淳
己
淳
己

１勝
 １敗

（４）

横浜マリナーズ横浜マリナーズ善戦！善戦！

完
封
完
封

畑
中
畑
中隆爾隆爾

山
本
山
本昌昌

川川
原原佑基佑基

根
本
根
本

会
員　

二
川　

裕
之

で
偶
然
手
に
と
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
ホ
ー
ム
ズ
物
語

を
読
み
始
め
、
し
だ
い
に
繰

り
返
し
読
み
返
す
だ
け
で
は

飽
き
足
ら
な
く
な
り
、
ホ
ー

ム
ズ
と
名
が
付
く
関
連
本
や

研
究
書
を
次
々
に
購
入
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
今
で
は
１

５
０
冊
近
く
に
及
ん
で
い
る
。

　

一
口
に
シ
ャ
ー
ロ
ッ
キ
ア

ン
と
言
っ
て
も
、
様
々
な
タ

イ
プ
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
バ
リ
バ
リ
の

原
理
主
義
者
は
、
ホ
ー
ム
ズ

を
現
在
も
生
き
て
い
る
実
在

の
人
物
と
と
ら
え
、
ワ
ト
ス

ン
を
記
述
者
、
コ
ナ
ン
・
ド

　

５
月
11
日
、
京
都
府
亀
岡

市
内
に
お
い
て
、
横
浜
・
京

都
・
大
阪
の
対
抗
戦
で
あ
る

タ
ワ
ー
ズ
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ

た
。

　

タ
ワ
ー
ズ
マ
ッ
チ
は
、
マ

リ
ン
タ
ワ
ー
、京
都
タ
ワ
ー
、

通
天
閣
に
ち
な
ん
で
三
塔
対

抗
戦
と
名
付
け
ら
れ
、
後
に

タ
ワ
ー
ズ
マ
ッ
チ
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
対
抗
戦
で

あ
る
。

　

横
浜
マ
リ
ナ
ー
ズ
は
、
４

月
20
日
に
行
わ
れ
た
三
港
対

抗
戦
で
名
古
屋
と
神
戸
に
連

勝
し
、京
都
に
乗
り
込
ん
だ
。

　

横
浜
の
初
戦
は
大
阪
戦
で

あ
っ
た
。
初
回
、
二
盗
時
の

捕
手
の
送
球
が
走
者
に
当
た

り
、
ボ
ー
ル
が
外
野
を
転
々

は
っ
き
り
と
物
語

中
に
は
書
か
れ
て

い
な
い
60
事
件
全

て
を
発
生
順
に
並

べ
て
み
た
り
（
こ

れ
を
「
年
代
学
」

と
呼
ぶ
）、
ホ
ー

ム
ズ
の
出
身
大
学

は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

か
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
か
を
真
剣
に

考
察
し
て
み
た

り
、
は
た
ま
た
ホ

ー
ム
ズ
の
笑
っ
た

回
数
を
逐
一
数
え

や
、
当
事
者
と
関
わ
る
方
か

ら
の
相
談
等
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
当

事
者
は
、
勇
気
を
振
り
絞
っ

て
相
談
し
た
先
で
心
無
い
発

言
を
さ
れ
る
等
、
二
次
被
害

を
受
け
た
経
験
の
あ
る
方
も

多
く
、
相
談
担
当
弁
護
士
に

は
、
正
確
な
知
識
や
配
慮
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

設
置
す
る
こ
と

は
、
当
部
会
の

悲
願
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
度
の
試

行
段
階
か
ら
、

毎
回
１
〜
２
件

程
度
の
相
談
が

あ
り
、
相
談
内

容
も
、
当
事
者

か
ら
の
相
談

チ
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
畑
中

隆
爾
へ
ス
イ
ッ
チ
し
た
が
、

チ
ー
ム
を
支
え
続
け
る
ベ
テ

ラ
ン
を
し
て
も
流
れ
を
止
め

ら
れ
ず
、
こ
の
回
７
点
が
入

っ
た
。
６
回
表
に
１
点
を
返

す
も
結
局
、
２
―
10
の
大
敗

と
な
っ
た
。

　

続
く
京
都
戦
は
、
畑
中
が

先
発
し
、
３
回
を
散
発
２
安

打
の
無
失
点
に
抑
え
る
。
援

護
し
た
い
打
線
は
、１
回
表
、

先
頭
の
鈴
木
貴
雄
が
安
打
で

出
塁
す
る
と
、
盗
塁
と
相
手

の
失
策
で
生
還
し
先
制
す

上
げ
て
（
73
回
が
正
解
）、

笑
い
の
種
類
を
詳
細
に
分
析

し
た
猛
者
も
い
る
。

　

水
野
雅
士
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ

キ
ア
ン
へ
の
道
』
と
い
う
本

で
は
、「
ホ
ー
ム
ズ
と
音
楽
」

「
ホ
ー
ム
ズ
の
失
敗
」「
ホ
ー

ム
ズ
の
女
性
観
」「
ホ
ー
ム

ズ
の
先
祖
」
な
ど
３
４
０
も

の
話
題
項
目
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
参
考
文
献
ま
で

付
さ
れ
て
い
る
。

　

私
自
身
、
日
本
シ
ャ
ー
ロ

ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
・
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、「
ホ
ー
ム
ズ
と

刺
青
」
と
い
う
ネ
タ
で
発
表

し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
時

は
、
手
首
に
貼
り
付
け
た
タ

ト
ゥ
ー
シ
ー
ル
が
な
か
な
か

取
れ
ず
、
発
表
か
ら
２
日
後

の
法
廷
で
バ
レ
な
い
よ
う
上

着
の
袖
を
伸
ば
し
て
必
死
に

隠
し
た
り
し
た
（
笑
）。

　

で
も
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
キ
ア

ン
の
本
領
は
単
に
研
究
だ
け

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

（
ま
だ
続
く
）

　

現
時
点
で
は
、
す
べ
て
の

性
の
平
等
に
関
す
る
部
会
に

所
属
す
る
部
会
員
で
相
談
に

対
応
し
て
い
る
が
、
今
年
度

中
に
は
、
当
会
全
会
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
、
研
修
を
受
け
た
会
員
が

会
員
と
の
相
談
研
修
を
経
る

こ
と
で
、
名
簿
登
録
が
可
能

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

企
画
か
ら
常
設
化
ま
で
、

想
定
よ
り
時
間
を
要
し
て
し

ま
っ
た
が
、
こ
の
間
、
当
部

会
と
交
流
の
あ
る
当
事
者
団

体
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
励

ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

引
き
続
き
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
当
事
者
に
寄
り
添

い
、
支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
。

（
会
員　

丁　

絢
奈
）

る
。
２
回
表
に
は
二
ノ
宮
理

史
の
適
時
二
塁
打
な
ど
で
３

点
を
追
加
し
た
。
３
回
表
に

は
、
石
原
大
悟
と
鈴
木
の
連

続
適
時
二
塁
打
で
３
点
を
追

加
し
た
。

　

４
回
以
降
は
、
立
ち
直
っ

た
京
都
先
発
の
有
村
隆
か
ら

樋
口
俊
介
の
継
投
の
前
に
追

加
点
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
畑
中
に

代
わ
っ
て
登
板
し
た
山
本
昌

（
注
：
登
録
名
）
も
２
回
を

零
封
し
た
。

　

７
回
裏
の
守
り
、
先
頭
に

右
翼
線
へ
の
安
打
を
許
し
て

し
ま
う
が
、
こ
の
回
か
ら
守

備
固
め
に
入
っ
て
い
た
関
野

が
そ
の
強
肩
で
二
塁
を
狙
っ

た
打
者
走
者
を
刺
し
た
。
６

回
か
ら
登
板
し
て
い
た
川
原

佑
基
は
、
守
備
の
助
け
も
あ

り
、
後
続
を
断
ち
、
２
回
を

０
封
し
、
３
投
手
に
よ
る
完

封
リ
レ
ー
で
京
都
を
下
し
た
。

（
会
員　

坂
本　

学
）

　

前
回
（
２
月
号
）、
ホ
ー

ム
ズ
愛
好
家
の
こ
と
を
「
シ

ャ
ー
ロ
ッ
キ
ア
ン
」
と
呼
ぶ

と
述
べ
た
。
私
の
場
合
は
、

小
学
３
年
生
の
時
に
図
書
室

イ
ル
を
出
版
代
理
人
と
み
な

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
物

語
中
に
は
一
切
書
か
れ
て
い

な
い
が
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
キ
ア

ン
の
間
で
は
、
ホ
ー
ム
ズ
の

誕
生
日
は
１
８
５
４
年
１
月

６
日
が
定
説
と
さ
れ
て
お

り
、
特
に
本
年
は
生
誕
１
７

０
歳
と
い
う
こ
と
で
、
か
く

い
う
私
も
１
月
６
日
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
誕
生
会
に
出

席
し
た（
例
年
、世
界
各
所
で

同
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
）。

　

研
究
対
象
も
、
そ
の
人
の

志
向
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で

あ
る
。

　

必
ず
し
も
発
生
年
月
日
が

ら
19
時
ま
で
の
間
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
知

識
や
法
律
相
談
の
経
験
の
あ

る
弁
護
士
が
、
電
話
で
無
料

相
談
を
受
け
付
け
る
。

　

２
０
１
９
年
に
、
人
権
擁

護
委
員
会
の
「
両
性
の
平
等

に
関
す
る
部
会
」
を
「
す
べ

て
の
性
の
平
等
に
関
す
る
部

会
」に
名
称
変
更
し
て
以
来
、

当
会
に
常
設
の
相
談
窓
口
を

　

２
０
１
９
年

10
月
の
初
開
催

か
ら
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
き
た

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
レ

イ
ン
ボ
ー
電
話

相
談
会
が
、
４

月
か
ら
常
設
化

さ
れ
た
。

　

毎
月
第
３
金

曜
日
の
16
時
か

と
す
る
間
に
一
走
が
生
還

し
、
不
運
な
形
で
先
制
を
許

し
て
し
ま
う
。
反
撃
し
た
い

横
浜
は
２
回
表
、
二
死
か
ら

森
弘
吏
が
四
球
を
選
び
、
宮

祐
平
が
安
打
で
つ
な
ぐ
と
、

関
野
有
真
、
根
本
淳
己
も
四

球
を
選
び
１
点
を
返
す
。
し

か
し
、
後
続
が
倒
れ
こ
の
回

は
１
点
に
終
わ
る
。
３
回
か

ら
は
根
本
が
登
板
し
、
２
回

を
零
封
し
、
大
阪
相
手
に
食

い
下
が
る
。

　

５
回
裏
、
根
本
が
安
打
と

四
球
で
無
死
一
二
塁
の
ピ
ン

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
キ
ア
ン
」

の
生
態

　

本
号
１
面
は
、
今
期
執
行

部
の
カ
ラ
ー
・
魅
力
が
よ
く

出
て
い
る
記
事
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

内
容
は
専
ら
会
員
向
け
で

す
が
、
今
期
執
行
部
は
対
外

広
報
に
も
力
を
入
れ
る
方
針

と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
乞
う
ご
期
待
！

特
別
版

デ
ス
ク　

吉
田　

正
穂

記　

者　

仲
戸
川
優
樹

濱
崎　
　

亮

大
﨑　
　

徹

笠
間　

哲
史

本
多　

麻
紀

新
倉　
　

武

井
上　

晴
彦

杉
本　

桃
子

ホ
ー
ム
ズ
と
私
②

Sherlock Holmes

2024.3 4000

170 歳を祝うバースデーケーキ

ご相談お待ちしております！

大阪戦で二番手として試合を作った根本大阪戦で二番手として試合を作った根本

好
投
す
る

好
投
す
る

ＬＬＧＧＢＢＴＴｓｓレインボー
電話相談

ついに

常設化！

カナベ
ン

京都京都×大阪大阪××

⬇⬇

⬇⬇

omigoto！omigoto！

守備陣も守備陣も
 エグい！！ エグい！！

無料


